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・作物ゲノム情報を活用したゲノム

録∴結集による育種

・消費者目線の品種を提供可

・NHEJ

・外来遺伝子への懸念を払拭

・GMO規制非該当の可能性
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興味深い形質をもつ作物が簡単に作れるが＼オフターゲット変異の有

無を評価しない傾向がある。
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食料保障上、有益かもしれないか自然環境ではこの形質をもつ植物はない
War喝Y，e〔ai NatBb’ech「糊　ZOl．まSepr32（9）947‾51



pr。nJ。一箪

Transgen（CrniCe

injeCtforeIgnDNAmto°neOfthepronucIet

FertitIZedmouseeggpriOrtOfuslOnOfmaie

J Transfe．．∩，eCt。d。ggSi．t。f。St．．m。th。，

回国
J豊器墨書誓書精霊誓A

ぐ1尊　雫く軽　く1尊

l器誓書fforeignDNAarebredtocontinue

承謹言詩想日詰導

∴∴ 襲‾ �　∴「∴「∴　　　　∴∴∴ ∴ ���「∴∴　∴∴ 

腿 

∴： ∵ ∴ �搬 ∴∴「 綴 ∴ �鰯 �∴ i �　∴∴ －∴∴∴－∴∴∵一∴∵「∴T÷∴∴ 

（ii � ��∴∴ ∴：∴ 

サル受精卵にCas9mRNA／gRNAを導入し、胚殺陣で最高40％の改変効率、

そしてゲノム中の84か所を調べた限りオフターゲット変異は無かっだ。
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受精卵に注入ではなく、正常な卵子に、
MYBPC3変異がある男性由来精子と

Cas9タンパク質／gRNAを同時に注入。

29個の胚の中で13で変異修復され、モザイク
も回避。調べた範囲、オフターゲット変異もな

、。　し。
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・実験のために作った胚であり、実在する夫婦

由来ではない
・臨床では不確定性がある

卸町°3　帥orY㈱　・着床前診断があるのに変異修復

19個　54個　58個　・デザイナーベビーも可能フ

MaH．etai．Nature2017Au92　dol101038／nature23305

家畜でも有効、3遺伝子破壊も。やはり、オフナゲット変異の有無を

評価しない傾向が。
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人工DNA切断酵素
の注入による遺伝子改変

ゲノム編集もDNA切断酵素を使っているがナビゲーター部分を

カスタム作製の上、細胞に直接導入する

食用の作物や家畜の育種を見据えて研究論文が急増しており、

NHEJによる改変がほとんど

NHEjで改変された生物は従来育種法による生物と同様にみえ

るが、オフターゲット効果の評価を軽視している傾向がある

臨床応用をめざすとトゲノム編集の基礎研究が進むか臨床的

には不確定性がありそうだ
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○社会レベルの全をZでソトの認麺
“消費者のベネフィット
“生産者のベネフィット

・企業のベネフィット

○社会レベルのリスクの認型
“食品安全性
・生態系 1◎国、企業、大学等研究者への崖麺

・規制や管理の在り方
“研究開発の説明内容

●人々の倫理観

絶対視と
アンバランス

国、研究者側に
責任あり
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